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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞

・7/5(水)千葉学園より看護実習生5名が青陽館にて実習予定となっている。
・7/6(木)看護G内研修17:20～｢救急対応｣　場所:メンタルケア病棟3階
・青南病院入口の泉山商店の解体工事がある。工事期間は7/1(土)～7/10(月)8:00～17:00工事期間中は、通行に気を付けること。

・7/12(水)医療法人青仁会　法人特別研修17:10～18:00

場所：青南病院メンタルケア病棟4階ホール

「新垣病院での救急病棟導入の経緯や沖縄における医療の地域連携（仮）」

・7/19(水)15：00～　工藤助市様ケア会議　場所：病院2階会議室　

・7/21(金)13:00～16:30東北厚生局適時調査実施。カルテや日誌をチェックされる為、記載漏れやミスがないようにダブルチェックを徹底して行うこと。

・電子カルテ院内発表会について
参加対象者：病院全スタッフ（事務は医事スタッフのみ）　開催日：7/18（火）

時間：17:20～18:20　場所：メモリアルホール

・第300回八戸脳卒中研究会について
日時：7/19（水）18:45～　会場：八戸パークホテル

対象：てんかんの治療に携わる医師、薬剤師、スタッフ

内容：てんかんの中でも脳神経外科領域を中心とした話題　情報交換会：あり　
申し込み締め切り：7/14（金）正午まで　申し込みはI.O.O.まで直接メールで申し込むこと。
【各種提出期限】
・7/5(水)疾患別診療計画書　※通所日が少ない方は要注意

⇒担当1人分を添削、指導予定であるため早めに提出するように。

・学術の抄録を大まかで良いので7/15（土）までに小嶋SGMに提出すること。

【体験利用、正式利用予定者】

・寺地　徳和　様～7/6（木）9:30～12:00と7/13（木）9:30～16:00に体験利用予定となっている。来所時にはデイケアの説明を行ない、7/13退院時には契約書の記載を行なえるように準備していくこと。
・寺地　啓喜　様～7/12（水）退院予定で、7/14（金）から月、水、金曜日にデイケアを利用予定となっている。契約書の準備を行なっていくこと。

・下川戸　長司様～7/11（火）より正式利用開始予定である為、食事発注や書類の準備等忘れずに行っていくこと。
＜利用者様情報＞

デイケア
・駒木　洋士　様～訪問看護五福より情報提供があり、腰痛が再発し、一度にいろいろなことを行おうとして気分が高揚してきているとのこと。デイケアでは話掛けの多さが目立っており、気分が高揚してきている様子が窺える。本人の言動に注意しながら、気分高揚時には振り返りを行い、落ち着いて行動できるよう促していく。

・赤松　翔太　様～定時になっても来所せず、本人宅へ電話連絡をしている。本人がでており、家の用事があるため来週来所するとのこと。最近来所できていないことが継続しており、電話連絡での対応で変化はない為、今後の対応について検討していく。

・若松　邦生　様～スタッフへ早退を希望しており、理由を質問すると特定利用者（駒木洋士様）から頻回に声を掛けられ、勉強に集中できないとのこと。スタッフから対処法として、話し掛けが多い時に本人へ伝えることと、必要に応じてスタッフが介入することを提案し、実践を促している。午後も引き続き様子観察をし、デイケアでの活動に参加できるよう促していく。
・菅野　勝利　様～今まで月1回の利用だったが、今後月2回の利用へと変更になる。
デイナイトケア
・千葉　輝夫　様～昨日ドアの開け方や自分の名前が分からないことがあったが、本日は同行動は見られていない。トイレットペーパーをポケットに溜め、使い過ぎる件については、都度使用分のみ本人へ渡して対応している。
・吉田　富秋　様～昨日、鈴木真知子様へカップぜりーを渡すやりとりがあり、スタッフが介入している。説明に対し不機嫌さ無く聞いており、本日は同行為は見られていない。
・鈴木　真知子様～昨日吉田富秋様との物のやりとりがあり、やりとりはしないよう注意している。本日は同行為は見られないが、来所時からプログラムを途中退席することや、飲水量の多さ、表情硬く独語をしている等、落ち着かない様子が見られている。体調については「何ともない」と話しているが、「帰らさせていただきます」と勝手に帰ろうとする様子があり、スタッフが介入している。午前中頓服薬を服用しているが、引き続き本人の言動に注意しながら対応していく。
・奥山　以依子様～頻回にトイレに行く様子が見られている。便が出ないことで精神的に不安定となることがあった為、引き続き様子観察を行なっていく。
・小笠原　富治様～来所時話し掛けの多さや放歌が見られている。問題は見られていないが、引き続き様子観察を行なっていく。
・津嶋　イチ子様～青風荘より、入れ歯の歯が2本抜けて壊れたとのことだが、使用に問題はなくそのまま使用しているとの情報提供がある。食事中、かきこむように食べる様子がある為、注意していく。
ナイトケア
・村上　元道　様～来所後疲労感の訴えがあり、理由を質問している。特に理由はなく疲れているとのことで、原因として自身が仕事等を頑張り過ぎているかもしれないと話している。無理はせず、ゆっくり休養しながら行うよう促している。
＜外来情報＞

・福井　彩　様　～勉強は継続しておこなっているが、友人に誘われて明治安田生命の仕事面接を行ない、今月28日、29日までに働くかの最終確認面接があると話している。「今は特になんともないです」と落ち着いている。現在プレドニンは15㎎、エビリファイは6㎎から3㎎へ減量しているとのこと。

・繁名　和恵　様～幻聴についてはまだ時々あるとのこと。「胸の具合」と連動しているとことがあるが、普段の生活は行えており、デイケアにも行けていると話している。表情は大体落ち着いている。

・野月　利章　様～「この一週間は割と調子がよかった」と話されている。精神的にも穏やかになれ、睡眠食事ともとれており、自宅退院が出来るため本人は良いと話されている。

・藤村　翔　様　～「体重が50ｋｇにならないと便秘になる」という幻聴あるとのこと。食事、睡眠は摂れており、苛々もないとのこと。

・東海林紀子　様～最近、寝れずに青明舎へ電話していたが、それも悪いと思い頓服薬を使用していたとのこと。友人関係、仕事について悩んでいたとのこと。コレステロール高値（LDL162）にて次回より栄養指導導入となる。

・東海林康之　様～来年よりA型就労を考えていたが、体力的にも年齢的にも難しそうな為、このままB型にすることにしたいと話している。

・淡路智恵子　様～精神症状に変化はなく過ごしている様子あり。8月の受診予定をもう伝えている。

＜勉強会＞

記録の書き方について
SOAPとは？

「Subjective Objective Assessment Plan」の略で、以下の４つの流れを指す。

Ｓ…Subjectiveの略で、主観的な情報のこと。つまり、利用者・家族等が訴えたことや、その時の事実のまま記載する。

Ｏ…Objectiveの略で、客観的な情報のこと。つまり、援助者の目で見たこと、聴いたこと、体験したこと。その事実だけを記載する。

Ａ…Ａssessmentの略で、入手した客観的な事実、それに対する援助者の評価、課題分析をさす。客観的な情報に加味された援助者の専門的な判断結果をいう。

Ｐ…Ｐlanの略で、上記の事実、結果に基づいた計画の作成、あるいは必要な修正事項など。

SOAPを活用した記録の書き方

例）たとえば訪問時、Ｔさんのお宅にお孫さんが来訪しました。

　Tさんに「おばあちゃん、この前、友達がミッキーのキャンディを食べてたんだよぉ」と話しました。するとTさんは「Bちゃん（お孫さん）もほしいだろう？」と、ベッドの近くにある財布からお金を出し、お孫さんに渡しました。お孫さんは近所の店（コンビニ）に行き、ミッキーマウスの絵がついていたキャンディを手に入れて戻りました。

　Ｔさんは笑いながら「おいしいかい？」とお孫さんに聞いていました。

　それではこのような場面を、SOAPを活用して記録に残してみると・・・。

Ｓ

　孫がTさん宅に来た。

　孫はTさんとの話の中で、友達が食べていたミッキーのキャンディについて話した。

　それを聞いたTさん、孫もほしいのだろうと判断し、鏡台にある財布から500円を孫に与えた。商品を購入して、おいしそうに食べている孫に、Ｔさんが「美味しいかい？」と微笑んで訊ねていた。

Ｏ

　孫が来宅。友達とのかかわりや出来事について、Tさんに話した。Tさんは、話に出たてきたキャンディの購入し孫に与えるべく、鏡台の財布から孫に500円を与える。

　孫はミッキーの絵のついたキャンディを入れたコンビニの袋を手に、再び来宅。Tさんに見せてから食した。

Ａ
　Tさんは、通常の金銭感覚を持っていると考えられる。

　鏡台から財布を取り出し、商品購入に適正な金額を孫に与えることができた。

Ｐ
　週末には、Tさんの娘が孫を定期的に連れてこられるため、現サービスの時間についての調整が必要と思われる。

という流れで記載する。つまり、どのような内容を扱う記録でも、書く立場から共通言語としての「SOAP」を活用すれば、伝え手と読み手の双方が理解しやすい材料（情報）をやりとりできる手法となる。共通言語化にするためには、援助者が利用者の情報を正確に入手する必要がある。さらに、SOAPで記録の書き方を活用するには、援助者自身が、援助過程で「どの部分がSOAPにあたるのか」を判断する能力が必要。それにはスーパーバイザーからの指導やある程度の訓練が必要になる。
